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今日は「言葉の力と責任」ということについてお話します。 

先日7月8日に、参議員予算委員長がこんな発言をしました。「運のいいことに能登で地震が

あった」。2024年1月に発生した能登半島地震についての発言ですが、もちろん、本人に悪意は

なかったのかもしれません。しかしこの言葉は「被災地の人々の苦しみに対する無理解だ」と受

け取られ、多くの批判を浴び、後日撤回・謝罪することになりました。実は同じようなことが過

去にもありました。2017 年、当時の復興大臣が東日本大震災についての発言の中で、こんな言

葉を口にしました。「震災が東北で良かった、というと怒られるかもしれないけれど」。彼が言い

たかったのは、「もし同じような地震が人口密集地である首都圏で起きていたら、被害はもっと

甚大だっただろう」ということです。けれども、発せられた言葉そのものは、被災者の心に深く

突き刺さりました。「東北で良かった」とは、東北の人たちの犠牲の上に安心しているように聞

こえてしまう。結局、大臣もこの発言の責任を取り、辞任することになりました。きっとそんな

つもりで言ったのではない、と言いたかったのではないかと思いますが、そんなつもりではな

かった、ではすまされないことです。 

 

言葉の責任については、政治家のような著名な人だけでなく、私たちの普段の生活において

も同じようなことが言えます。よく耳にする言葉に「え、冗談だったのに」「そんなつもりじゃ

なかった」「ノリで言っただけ」というようなものがあります。しかし、その何気なしに気軽に

言った冗談が誰かを深く傷ついていることがあります。その場にいない人に向けられた言葉で

あったとしても、その言葉が差別を助長していることもあります。つまり、「冗談だった」「そん

なつもりで言っていない」という言葉は、誰かを傷つけたことを帳消しにしようとする、ある種

の防御反応のように聞こえませんか。私にはそう聞こえます。 

人を傷つけるような発言をしておきながら、『は？ ただの冗談じゃん』と返す人がいる。そん

なふうに傷つけられた側を、『心が狭い』とか『冗談が通じない奴』と責める人もいる。でも、

人を傷つけた時点で必要なのは、『冗談でした』という言い訳ではなく、『ごめんなさい』という

謝罪の言葉です。 

たとえば、教室の中でのやりとりを思い浮かべてください。ある生徒が、別の生徒に対してか

らかうようなことを言います。「お前、なんかキモくね？」「そんなこともできんの？」「おまえ、

友だちいないだろ」。言った本人は、ただ場を盛り上げるつもりだったのかもしれません。笑わ

せたいという気持ちだったのかもしれません。でも、言われた側は、心の中で小さなトゲが刺さ

ったような感覚を抱いています。もしかすると、その日は一日中、その言葉が頭から離れないか

もしれません。夜になっても、自分は価値のない存在なのではないかと眠れない夜を過ごすか

もしれません。 

言葉というのは、目には見えないけれど、相手の心に確かに届くものです。それは優しさにも

なり得るし、残酷な刃にもなり得る。だからこそ、私たちは言葉に対して、もっと誠実でなけれ

ばなりません。 

 

みなさんは、「冗談」と「いじめ」の違いを、どこに感じるでしょうか。それは、相手が笑っ

ているかどうかです。表面的に笑っていることではありません。冗談は、お互いが心から笑える

からこそ冗談になります。けれども、相手が傷ついていたり、無理に笑っていたり、あるいは黙

って俯いていたとしたら、それはもう冗談ではありません。「そんなの、相手が弱すぎるんだよ」
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と言う人もいます。「それくらいで傷つくなんて、めんどくさい奴」と笑う人もいるでしょう。

けれども、相手がどう感じたかということを軽んじて、自分の基準だけで正当化する態度は、人

として、どうなのでしょうか。大切なのは、自分の「つもり」ではなく、相手の「感じ方」に目

を向けることです。「つもりではなかった」「悪気はなかった」というのは、言葉を発した側の都

合にすぎません。それが本当に誠意ある姿勢と言えるでしょうか。 

たとえば、石を投げた人が「当たると思わなかった」と言っても、誰かに当たってしまったの

なら、その責任は消えません。それと同じように、言葉で誰かを傷つけてしまったなら、「つも

りじゃなかった」ではなく、「ごめんね」「傷つけてしまってごめんなさい」と謝ることこそが、

本当に大切な対応です。 

だからこそ、「自分の言葉が、相手にどう届いたか」を想像する力が必要なのです。想像力と

は、相手の立場に立って考える力です。この力を育てていくことが、君たち生きていく上で必要

な、もっとも大切な人間的な力のひとつです。言葉には、力があります。だからこそ、その力を

「誰かを責めるため」ではなく、「誰かを支えるため」に使ってほしいと、私は願っています。 

謝ることは決して恥ずかしいことではありません。「ごめんね」と言える人は、自分の弱さを

認める勇気を持った強い人です。そして、それを「許すこと」ができる人は、相手の誠意を信じ

る心の広さを持った優しい人です。どちらも、簡単なことではありません。私たち大人でも、素

直に謝るのが難しいときがあります。でも、それでも一歩立ち止まり、「あのとき、言い過ぎた

かな」「あれは相手を傷つけたかもしれない」と省みることができたなら、是非それを相手に伝

えてください。そうすることでその人は確実に成長しています。成長とは、自分が発した言葉や

行動に責任を持てるようになることです。そして、人との関係を壊すのではなく、築く方向へと

努力することです。私たちは言葉を使って日々関係をつくっています。だからこそ言葉を選ぶ

ことは人間関係を築く第一歩です。 

みなさんの中には、もしかしたら誰かに傷つけられた経験がある人もいるかもしれません。

「冗談のつもりだった」と言われても納得できない。「そんな言い方しないでほしかった」と、

心の中で何度も叫びたかった。その気持ちは本物です。無理に笑わなくていいのです。無理に許

さなくてもいいのです。しかし、だから喧嘩してよいということではなりません。相手に伝わる

ように「今の言葉、今の冗談に、私は傷ついた。」「そんな言い方しないでほしかった」と真剣な

顔で言い返せたらいいですね。 

そして、自分が誰かを傷つける側にならないようにしてください。そのためには、ほんの少し

だけ、自分の言葉に意識を向けてください。人は失敗から学びます。そして、心からの謝罪や後

悔の中にこそ、深い人間性が育まれるのです。私は学校とは「学ぶ場所」であると同時に「人と

しての優しさを育てる場所」だと信じています。 

 

最後にもう一度、言葉の力についてお伝えします。「ありがとう」「助かったよ」「君がいてよ

かった」。たった一言で誰かの心を救うことができる。逆に「いらない」「きもい」「消えてくれ」。

たった一言で誰かの希望を奪うこともできてしまう。だから、その口から出る言葉をどうか大

切にしてください。 

さて、明日からは夏休みに入ります。友だちや家族との時間、自分ひとりの時間、さまざまな

場面で、言葉を交わすことがあるでしょう。その一つ一つの言葉が、誰かの心に届いています。

どうか、自分の言葉が人を温かく包むものであるように、大切に選んでください。夏休みが、皆

さんにとって実りあるものとなることを願っています。 


